
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　令和４年度は前年度と同様に新型コロナウイルス感染症の影響
が続き、医業収支比率、病床利用率ともにコロナ禍前の水準には
至りませんでしたが、患者数は全体的に回復傾向にあり、一人一
日あたりの平均診療収入の増加や平均在院日数が減少したことに
より診療収益が大幅に増加しました。加えて、新型コロナウイル
ス感染症対応に対する補助金等の交付を受けることにより、病院
事業の収支全体としては純利益を計上しました。
　今後の経営状況については、給与費や光熱水費等の増加、電子
カルテシステムのハード更新等に伴い資金面の負担が増加するこ
とが予想されます。藤沢市民病院「健全経営推進計画」に基づき
収益確保の取組を強化するとともに、公立病院として医療の質の
更なる向上を目指し取り組んでまいります。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和４年度は新型コロナウイルス感染症流行再拡大に伴い病棟閉鎖を余
儀なくされた時期もあり、入院患者数は伸び悩みました。しかしながら、
外来患者数は前年度と比べて増加し、入院に係る診療単価も増加したこと
から、入院及び外来収益はともに増加しました。
　費用においては光熱水費がエネルギー価格の高騰を受けて大幅に増加し
ましたが、診療材料費の削減や委託料、建物の減価償却費が大幅に減少し
たことなどから、医業収支比率は0.2ポイント増加しました。
　また、新型コロナウイルス感染症対応のため、病床確保を行ってきたこ
とに対する補助金等の交付により、経常収支比率は104.8％となりました。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 　①有形固定資産減価償却率については市民病院再整備事業の完
了に伴い、事業開始前と比べて減少しましたが、建物等の減価償
却に伴い、年々増加傾向にあります。
　②器械備品減価償却率については、平成30年度以降増加傾向に
ありますが、令和4年度は昨年度に引き続き、新型コロナウイルス
感染症に対する診療体制の整備に伴い、器械備品を購入したため
昨年度に比べて2.6ポイント増加しております。
　今後も医療機器の収益性等も含めて検討し、計画的な機器の更
新を行ってまいります。
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Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は救命救急センター・災害拠点病院・地域医療支援病院な
どの指定や承認を受けており、湘南東部二次保健医療圏において
数多くの医療機能を持ち、地域から必要とされる高度急性期・急
性期医療を提供する役割を担っています。
　また令和4年度は、前年度に引き続き、神奈川県が提唱した医療
提供体制「神奈川モデル」における高度医療機関及び重点医療機
関協力病院として、新型コロナウイルス感染症の重症・中等症患
者の治療にあたってきました。
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公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

445,177 57,595 非該当 非該当 ７：１ 513

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 35 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 - 6 536 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 530 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
神奈川県藤沢市　藤沢市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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⑧材料費対医業収益比率(％)
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【55.6】
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